
環境影響評価(環境アセスメント)
の手続きを進めています。　

補償調査を実施しています。

予測・評価・保全措置
の検討

（H20.8.1）
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　足羽川ダム建設事業における環境影響評価（環境アセス
メント）について、「環境影響評価方法書」に関する一般
の方々からの意見及び福井県知事からの意見を勘案して、
８月１日に「環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評
価の手法（アセスメントの方法）」を決定しました。
　現在、決定したアセスメントの方法を基に、必要な調査
を行い、環境への影響を予測・評価し、必要に応じて保全
措置の検討を実施しています。今後は、これらをまとめた
「環境影響評価準備書」を作成していきます。 

　前年度に引続き足羽川ダム
建設に必要となる土地の一筆
測量を行っています。
　また、杉・松・檜などの立
木調査（１本毎の調査）も行
っており、各個人の建物や墓
地等の調査も進めています。 



　子供達に河川環境保全の大切さや治水の重要性を学
んでもらおうと、「足羽川の水をたどる～ダムのでき
る町の子供達と水害を受けた町の子供達との交流～」
（主催：特定非営利活動法人ドラゴンリバー交流会）
が８月２５日に開催され、福井市と池田町の小学生と
その父兄計38名が参加しました。（コース：足羽川ダ
ム建設予定地～蔵作・河川敷～春日・災害復旧現場～
福井市治水記念館）
　美しい川を守るために、水害から暮らしを守るため
に何が必要なのかということを、子供達一人一人が考
えることのできた一日となりました。

コスト縮減・工期短縮について意見を頂きました。

いろんなことがわかりました。 
「足羽川の水をたどる」～上下流の子供達の交流～「足羽川の水をたどる」～上下流の子供達の交流～

　足羽川ダム建設事業に関し、一層の事業費・
工程監理の充実を図るため、事業の進捗に即し
てコスト縮減・工期短縮の見地から意見 を頂く
とともに、縮減策の効果や事業の実施状況等に
ついて第三者から意見を頂くことを目的として
8月27日「九頭竜川水系足羽川ダム事業費等監
理委員会」を設置しました。
　今回の第一回委員会では、足羽川ダム工事事
務所より足羽川ダム建設事業 の概要について説
明の後、事業の進捗状況等について審議が行わ
れ、ダム事業におけるコスト縮減策等について
各委員より意見及び助言等を頂きました。

【 委 員 】  安部 友則 （土木研究所 水工研究グループ グループ長）

◎荒井 克彦 （福井大学大学院 工学研究科 教授）

角  哲也 （京都大学大学院 工学研究科 准教授）

藥袋 美奈子（福井大学工学部 建築建設工学科 講師）

 ◎ 委員長（＊敬称略 五十音順） 

【 委 員 】  安部 友則 （土木研究所 水工研究グループ グループ長）

◎荒井 克彦 （福井大学大学院 工学研究科 教授）

角  哲也 （京都大学大学院 工学研究科 准教授）

藥袋 奈美子（福井大学工学部 建築建設工学科 講師）

 ◎ 委員長（＊敬称略 五十音順） 

足羽川河川敷（蔵作）で水生生物調査をする子供達

足羽川ダム建設予定地で足羽川ダム工事事務所職員の

説明を聞く参加者

○子供達の感想（アンケートより）

・「福井市にあったこと、しってたこと、しらなかったこ

　と、くわしくおそわることができてうれしかったです。」

・「くらつくりなどいがいでも、ひがいをうけたばしょは

　いろんなところもあったんだ。」

・「海の温度が上がれば、台風も大きくなっていくという

　こと。（がわかった。）」

・「家に帰ったら、水を出しっぱなしにせず、こまめに止

　めたりしようと思った。」　　　　　　　　　など

333

444


